
○図表２－３ 「共助型安心安全社会」（Ｇ空間×ＩＣＴで、「安心安全な社会」を実現）（イメージ）

○ 社会インフラ管理や防災にＧ空間情報を利活用することにより、フル・レジリエントな安心安全な社会が実現。
○ 行政と住民がＧ空間情報を介してつながり、住民が役所に出向くことなく、その時、その場所に応じた行政サービスが提供。
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Ｇ空間×ＩＣＴ推進会議報告書より引用


